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令
和
４
年
２
月
17
日
（
木
）

に
開
く
こ
と
と
し
て
い
た
第
63

回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業

者
大
会
は
、
こ
の
た
び
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め

ぐ
る
状
況
を
受
け
て
中
止
し
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し

て
い
た
国
へ
の
要
望
な
ら
び
に

農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推

進
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

は
、
３
月
17
日
（
水
）
の
第

１
３
０
回
通
常
総
会
に
あ
わ
せ

て
東
京
都
農
業
委
員
会
会
長
集

会
を
開
き
、
協
議
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
受
賞
者
の
皆
様

に
は
各
農
業
委
員
会
か
ら
表
彰
状

な
ら
び
に
記
念
品
の
伝
達
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
63
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
中
止

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
東

京
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
海
外
の
人
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
五
輪
の
評
価
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。
私
た
ち
は
無
観
客

で
残
念
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
海
外
の
人
た
ち
は
「
開

催
都
市
に
行
っ
て
観
る
人
は
ご
く

わ
ず
か
で
、
世
界
の
普
通
の
人
は

テ
レ
ビ
で
見
る
の
だ
か
ら
い
つ
も

の
五
輪
と
同
じ
だ
」
と
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
国
に
よ
る
感
じ

方
の
違
い
は
農
産
物
の
自
給
率
に

つ
い
て
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

欧
米
の
人
た
ち
は
、
日
本
の
自
給

率
が
37
％
だ
と
言
う
と
、
「
国
民

が
不
安
に
思
う
の
で
は
な
い
か
」

と
心
配
し
ま
す
。
し
か
し
日
本
人

は
、
戦
後
長
い
間
、
工
業
製
品
を

輸
出
し
て
食
料
を
輸
入
す
る
生
活

に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

昨
年
は
温
暖
化
対
策
法
の
改
正

な
ど
気
候
変
動
対
策
に
再
び
人
々

の
関
心
が
集
ま
っ
た
年
で
し
た
。

食
料
輸
入
の
た
め
に
は
大
量
の
石

油
を
消
費
す
る
の
で
自
給
率
の
向

上
は
至
上
命
題
と
な
り
ま
す
。
東

京
都
の
自
給
率
は
１
％
を
割
り
込

ん
だ
ど
こ
ろ
か
四
捨
五
入
で
は

０
％
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
た
ち
に
は
、
食
料
自
給
率
向
上

の
大
切
さ
に
対
す
る
人
々
の
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
課
題
に
対

応
し
農
業
の
振
興
を
は
か
っ
て
い

く
た
め
に
は
農
業
委
員
会
や
農
業

団
体
、
区
市
町
村
の
連
携
が
大
切

で
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
っ
て

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議　

会
長　
　

青
山　

佾

農
業
委
員
会
制
度
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

発
足
70
周
年
を
記
念
し
、
開
く

で
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
農
業
委
員
会
の
吉
川
庄

衞
会
長
か
ら
は
、
農
地
の
保
全
や
有

効
活
用
に
関
す
る
具
体
的
な
活
動

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
東
北
地
方
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
株

式
会
社
マ
イ
ヤ
の
井
原
良
幸
社
長

よ
り
、
震
災
後
の
東
北
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
況
や
今
後
の
農

産
物
流
通
に
つ
い
て
、
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、

11
月
29
日
に
農
業

委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き

ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

農
業
委
員
会
制
度
発
足
70
周
年
記

念
事
業
と
し
て
開
い
た
も
の
で
、
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
な
ど
、
お
よ
そ
３
７
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
都
農
業
会
議
の
青
山
佾

会
長
か
ら
開
会
挨
拶
を
含
め
た
講

演
を
し
、ま
ち
づ
く
り
や
環
境
問
題
、

成
熟
社
会
に
お
け
る
都
市
の
あ
り

方
な
ど
と
関
連
さ
せ
、
都
市
農
業
の

意
義
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
の
稲
垣
照
哉

事
務
局
長
か
ら
は
、
農
業
委
員
会
制

度
の
歴
史
的
展
開
や
農
業
政
策
の

変
遷
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

青山 佾 会長

全国農業会議所の稲垣事務局長

実践してきた農業委員会の具体的活動に
ついて話す町田市農業委員会　吉川会長

記念講演で震災後の東北の状況や農産物
について話す株式会社マイヤの井原社長

東
京
都
農
業
会
議
情
報
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第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

　

12
月
17
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
の
会
議
室
に
お
い
て
開

催
し
た
。

　

農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
の

農
地
転
用
許
可
（
11
月
）
の
状

況
に
つ
い
て
東
京
都
か
ら
報
告

さ
れ
た
。

　

農
地
中
間
管
理
権
の
取
得
と

農
地
利
用
配
分
計
画
の
決
定
及

び
使
用
収
益
権
の
設
定
（
12
月
）

の
状
況
に
つ
い
て
農
業
会
議
か

ら
報
告
し
た
。

　

２
月
17
日
に
昭
島
市
Ｋ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
い
お
い
て
開
催

す
る
第
63
回
東
京
都
農
業
委
員

会
・
農
業
者
大
会
の
開
催
要
領
を

決
定
し
た
。（
以
後
中
止
と
な
る
）

　

第
48
回
農
業
委
員
会
等
功
労

者
表
彰
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

　

農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月

間
の
状
況
な
ら
び
に
納
税
猶
予

適
正
化
協
議
会
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

常

設

審

議

会

だ

よ

り

　

今
年
も
農
地
の
保
全
と
流
動
化

の
推
進
に
向
け
、
本
年
度
も
８
月

～
10
月
に
「
農
地
保
全
・
利
活
用

促
進
月
間
」
を
設
定
し
、
農
地
利

用
状
況
調
査
を
通
じ
て
、
農
地
の

保
全
と
利
活
用
の
促
進
に
、
全
都

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
区
市
の
市
街
化
区
域
に
お

い
て
は
、
生
産
緑
地
制
度
や
相
続
税

納
税
猶
予
制
度
な
ど
の
各
種
制
度

と
と
も
に
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
や

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
周
知

な
ど
を
あ
わ
せ
て
進
め
ま
し
た
。

　

農
業
振
興
地
域
や
市
街
化
調
整

区
域
で
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業

や
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

利
用
権
設
定
な
ど
農
地
の
貸
し
借

り
を
す
す
め
る
制
度
な
ど
を
周
知

し
、
農
地
の
利
活
用
の
促
進
を
図

り
ま
し
た
。

　

月
間
中
の
活
動
記
録
カ
ー
ド
の

実
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

都
内
の
各
地
区
の
状
況
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

区
内
地
区

　

世
田
谷
区
で
は
、
農
地
の
リ
ス

ト
と
も
に
地
図
を
農
業
委
員
に
配

布
し
、
効
率
的
に
調
査
を
進
め
ま

し
た
。

　

葛
飾
区
で
は
、
一
部
の
農
地
で

は
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
意
向
の

確
認
を
行
い
な
が
ら
、
調
査
し
ま

し
た
。

西
多
摩
地
区

　

青
梅
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
で

は
農
業
委
員
会
と
と
も
に
都
市
計

画
関
連
課
や
課
税
課
の
職
員
も
調

査
に
同
行
し
、
協
力
し
て
進
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
青
梅
市
、
あ
き
る
野
市
、

瑞
穂
町
で
は
、
毎
月
総
会
時
に
活

動
記
録
カ
ー
ド
を
提
出
・
集
計
し
、

活
動
の
共
有
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

南
多
摩
地
区

　

町
田
市
で
は
、
農
業
委
員
会
と

農
林
課
、
都
市
計
画
課
、
資
産
税

課
、
環
境
保
全
課
が
協
力
し
、
農

地
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
協
力

し
、
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

　

八
王
子
市
で
は
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
や
航
空
写
真
な
ど
も
活
用

し
、
効
率
的
に
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

北
多
摩
北
部
地
区

　

小
平
市
で
は
、
労
働
力
が
不
足

気
味
の
農
家
に
つ
い
て
、
都
市
農

地
貸
借
円
滑
化
法
の
貸
借
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
る
な
ど
進
め
て
い

ま
す
。

　

西
東
京
市
で
は
、
利
用
状
況
調

査
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
地

区
担
当
委
員
に
よ
る
事
前
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

北
多
摩
南
部
地
区

　

狛
江
市
で
は
、
す
べ
て
の
農
業

委
員
と
事
務
局
が
一
緒
に
農
地
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
調
査
を
進
め
ま

し
た
。

　

三
鷹
市
で
は
、
農
業
委
員
会
と

と
も
に
、
市
の
都
市
計
画
関
連
課

の
職
員
な
ど
も
同
行
し
、
協
力
し

て
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

北
多
摩
西
部
地
区

　

立
川
市
、
昭
島
市
、
国
分
寺
市
、

国
立
市
で
は
、
農
業
委
員
会
と
も

に
都
市
計
画
関
連
課
や
課
税
課
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
調
査
を
実
施

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
島
市
で
は
、
生
産
緑

地
の
追
加
指
定
の
現
地
調
査
も
併

せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

島
し
ょ
地
区

　

新
島
村
で
は
、
調
査
実
施
時
に
、

農
地
の
貸
借
の
手
続
き
や
、
相
続

登
記
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
の
り

な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
丈
町
で
は
、
利
用
状

況
調
査
と
併
せ
て
、
栽
培
品
目
な

ど
も
調
査
す
る
と
と
も
に
、
作
付

け
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

農
地
保
全
・
利
活
用
推
進
月
間

活
動
状
況
に
つ
い
て植木畑の調査の様子（杉並区農委会） 

施設栽培をしている農地の調査の様子（東久留米市農委会）

果樹畑の調査の様子（三鷹市農委会）
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都
農
業
会
議
は
、
12
月
22
日
に

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地
研

究
会
を
瑞
穂
町
に
て
開
き
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
・
事
務
局
職
員
な
ど
30
人
ほ
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
都
農
業
会
議
か
ら
都
内

の
農
地
流
動
化
や
新
規
就
農
の
状

況
、
農
地
中
間
管
理
事
業
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
次
に
、

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
（
上
野
勝
会

長
）
か
ら
、
瑞
穂
町
の
農
業
委
員

会
活
動
や
新
規
就
農
の
支
援
策
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
後
半
は
、
新
規
就
農
者

の
中
西
拓
さ
ん
、
森
尋
さ
ん
、
井

　

都
農
業
会
議
で
は
12
月
に
「
農

業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸

借
・
雇
用
の
活
用
検
討
会
」
を
八

た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
参

加
し
た
農
業
者
か
ら
は
「
法
人
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
？
」
な
ど
の
質
問

が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

上
祐
輔
さ
ん
、
野
元
裕
樹
さ
ん
、

桐
原
伸
彦
さ
ん
の
露
地
野
菜
中
心

の
経
営
や
農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
て
借
入
れ
た
農
地
で
の
経

営
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
全
国
優
良
経
営

体
表
彰
で
瑞
穂
町
の
近
藤
剛
さ

ん
が
「
担
い
手
づ
く
り
部
門
」

の
経
営
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
担
い
手
の
経
営

発
展
を
支
え
る
た
め
の
農
業
技

術
の
指
導
、
新
規
就
農
希
望
者

や
独
立
・
自
営
就
農
希
望
者
の

研
修
受
入
れ
な
ど
、
次
世
代
の

経
営
体
を
育
成
す
る
取
組
を
対

象
に
す
る
も
の
で
す
。

　

都
農
業
会
議
は
12
月
２
日
、
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
に
お
い
て
都

内
区
市
町
村
の
農
業
委
員
会
長
と

東
京
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

23
区
市
町
村
の
農
業
委
員
会
長

ら
が
出
席
し
、
地
域
農
業
を
め
ぐ

る
課
題
に
つ
い
て
国
会
議
員
と
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
長
か
ら
は
、
相
続

に
よ
る
農
地
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
状
況
や
、
都
市
地

域
で
営
農
す
る
畜
産
農
家
に
お
け

る
施
設
整
備
に
関
す
る
課
題
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
も
尽
力
し

て
特
定
生
産
緑
地
の
申
請
が
進
ん

で
い
る
状
況
や
、
都
市
農
地
貸
借

　

近
藤
さ
ん
は
、
就
農
後
、
経

営
の
改
善
や
発
展
に
努
め
売
上

を
増
や
す
一
方
、
地
域
農
業
の

担
い
手
育
成
に
も
注
力
し
、
地

元
在
住
者
を
積
極
的
に
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
、
こ
れ
ま
で
に
同
町
内
に
3

人
の
独
立
就
農
者
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

円
滑
化
法
に
よ
る
貸
借
が
増
え
て

い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
か
ら
は
、
「
新
し
い

制
度
が
で
き
た
が
不
十
分
な
点
も

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
意
見
を

踏
ま
え
て
取
り
組
む
」
と
い
っ
た

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
新
規
就
農
し
た
方
々

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
経

営
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

王
子
市
と
町
田
市
で
開
き
ま
し

た
。

　

研
究
会
で
は
ま
ず
共
通
テ
ー
マ

と
し
て
、
①
農
業
経
営
の
法
人
化

と
農
地
の
権
利
取
得
、
②
社
会
保

障
制
度
の
充
実
と
法
人
化
へ
の
対

応
（
社
会
保
険
労
務
士
法
人
Ｔ
Ｍ

Ｃ
）
に
つ
い
て
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
八
王
子
市
（
12
月

２
日
）
で
は
合
同
会
社
ど
ん
ぐ
り

王
国
が
、
町
田
市
（
12
月
23
日
）

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
が
や
す
が
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
し
、
そ
の
取
組
み

に
つ
い
て
現
地
研
究
を
し
ま
し

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地
研
究
会
開
く

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
の
新
規
就
農
支
援
策
な
ど
を
研
究

農
業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
貸
借
・
雇
用
の
活
用
検
討
会
開
く

法
人
化
と
農
地
の
権
利
取
得
、
社
会
保
障
へ
の
対
応
な
ど
を
テ
ー
マ
に

東
京
都
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
支
援
会
開
催

瑞
穂
町
の
近
藤
剛
さ
ん
が
経
営
局
長
賞
を
受
賞

令
和
３
年
度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰

瑞穂町農委会の上野会長(右 )と
新規就農者の中西さん(左 )

自らの経営を説明する桐原さん

合同会社どんぐり王国の鈴木代表は
障害者と農園の取組などを報告した

ＮＰＯ法人たがやすが借り受けた生産緑地で取組みを聞く
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新規就農者勉強会新規就農者に野菜の特徴など訪ねる来客者

表彰を受ける東村山市の増田会長（右）

都市農家のための販売力向上講座の参加者
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